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ごごごご    挨挨挨挨    拶拶拶拶    

社団法人群馬県畜産協会 常務理事 宮川 均 

本年６月２３日に開催されました第６７回通常総会におきまして、苫米地前常務の 後

任を仰せつかりました宮川均でございます。前任者同様、よろしくお願いいたします。 

最近の畜産情勢を巡る問題では、やはり畜産物の放射性物質汚染が第一となってしま

います。この被害は、数々の農畜産物におよび、特に畜産では牧草や自給粗飼料、堆肥

等に影響を与えるばかりでなく、牛肉の放射性物質セシウム汚染等々、食の安全安心の

根幹をゆるがす問題となっています。 

この対応のため、牛肉の放射性物質の検査が、県とＪＡの連携により７月３１日から開始され、現時点までに

は、県内で生産され、と畜解体処理された牛肉における放射性セシウムは、暫定基準値を大幅に下回っている状

況であります。しかしながら、消費者の牛肉離れが進んでいることからか、牛肉の枝肉平均価格の回復の兆しが

見えない状況となっています。 

また、昨年は堅調であった豚肉や鶏卵の価格につきましても低迷しており、さらに飼料価格の推移が不透明で

あることから、総じて畜産経営は極めて厳しい状況となっております。加えまして、例外なき関税の撤廃を原則

とするＴＰＰの動向は、畜産経営に大きな打撃を与えることから、今後の畜産振興方針の再検討を余儀なくされ

る重要な課題であると思っています。 

このような情勢下、今後の畜産振興は、社会的背景や変化を直視した対応が不可欠であります。その基本が、

経営感覚を有する畜産経営体のさらなる育成であり、畜産協会の主な業務の一つである経営コンサル業務の強化

が必要となります。また、消費者の皆さんは安全で安心でき、さらに美味しい畜産物を求めています。畜産物は、

生産、加工、流通といった各セクションを経由して消費者に届けられており、今後は、加工・流通業者との連携

を強化した広範囲な体制整備が必要であると考えられます。 

このように、多くの課題を抱えている畜産業界でありますが、本県は、全国でも屈指の畜産県であり、これを

維持できていることは、県内生産者の努力はもとより、県、市町村はじめ ＪＡグループや獣医師会等の関係団

体のたゆまない努力の賜であります。これまでにも、幾多の畜産危機を乗り越えてきた本県の畜産業の活気を取

り戻すため、畜産生産振興のため、幅広い事業展開を図り、今後とも畜産経営者から頼りにされる畜産協会の確

立に取り組んでいきたいと考えております。 

今後とも本協会に対するご理解、ご支援のほどよろしくお願い申し上げます。 
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平成２３年９月２２日に渋川市の渋川家畜市場において、群馬県山羊・めん羊振興会主催の群馬県山羊共

励会が開催されました。出品された山羊は♀１０頭、♂１３頭で各々の生産した山羊について、意見が交わ

される場面も見られました。また、共励会後に開催されたオークションには１２頭が出品され、購買者は県

内外から参加しており自分の気に入った山羊を競り落とそうと駆け引きをしていました。なお、結果は以下

の通りです。 

                            

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２３年９月２７日に渋川市の渋川家畜市場において、第１５回群馬県畜産共進会（種豚の部）が開催

されました。この共進会は肉豚を生産するために重要なランドレース種（Ｌ）、大ヨークシャー種（Ｗ）、デ

ュロック種（Ｄ）各々について、優れた種豚を選んでいくために開催されています。通常スーパーの店頭で

並んでいる豚肉はランドレース種と大ヨークシャー種を交配して生産された雌豚に、デュロック種を交配し

て生産されています。本共進会は、種豚の重要性を再認識する場でもあります。なお結果は以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

賞名 受 賞 者 性 別 名 号 

金 賞 望月 衛（前橋市） 雄 薫風１０－３ 

金 賞 角田主計（沼田市） 雄 共栄３６０ 

金 賞 長岡圭一（渋川市） 雌 ながひめ２３－０５ 

金 賞 望月 衛（前橋市） 雄 薫風１１－１ 

賞 名 出 品 者 品 種 名 号 

名誉賞 吉沢 重実（前橋市） Ｄ ﾕﾒｻｸﾗ ﾈｰﾄ ﾖｼｻﾞﾜ 7-87781 

優等賞 武田 正木（東吾妻町） Ｗ ｼｰﾗ ｸﾚｽﾄ ﾀｹﾀﾞ 8-88447 

優等賞 武田 正木（東吾妻町） Ｗ ｼｰﾗ ｸﾚｽﾄ ﾀｹﾀﾞ 8-88450 

優等賞 大島 俊典（前橋市） Ｌ ﾍﾞﾘﾝｸﾞ ﾌｧｰﾘｱ ｵｰｼﾏ 5-89836 

金賞(知事賞)の薫風１０―３と望月衛さん 
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平成２３年９月２６日に前橋市の群馬県立産業技術センターにおいて、来年度の豚の登録制度の改正に伴

い、一般社団法人日本養豚協会の小磯孝氏と独立行政法人家畜改良センターの小松田厚氏を招いて、登録制

度の変更及び豚の遺伝的能力評価をテーマに養豚基礎セミナーを開催しました。登録制度の改正の目的とし

て、 

 

 

 

 

 

 

などが挙げられます。 

これまでの種豚の選抜は、 

  

 

など見た目で分かるもの、産子数がはっきりしているものを中心に行われてきました。そのため、見た目に

よい豚でも、潜在能力が劣っている豚も選抜が行われてきました。この改正される登録制度で、豚のデータ

を多く集めることにより、 

 

 

 

 

 平成２４年４月より登録制度の改正が行われるため、これを機会にぜひご利用下さい。 

 

名誉賞のﾕﾒｻｸﾗ ﾈｰﾄ ﾖｼｻﾞﾜ 7-87781 優等賞のｼｰﾗ ｸﾚｽﾄ ﾀｹﾀﾞ 8-88447 

・体の構成  ・乳器の配置  ・生殖器の大きさ  ・肢蹄の強さ・産子数の多さ 

・血統登録と能力の評価を一体的に行う 

・種豚生産者だけではなく、一貫農家にも活用しやすいシステムにする 

・収集したデータを用いて、育種価(遺伝的な能力)※を算出し、見た目には分からない豚の潜在能力を判明

させる 

（※豚の能力（測定値）＝育種価(遺伝的な能力)＋環境の影響（気候やエサなど）） 

・種豚の潜在的な能力が分かり、能力をより早く改良できる 

・地域内の種豚同士を比較し、生体・精液の導入の目安となる 

・自農場が地域・全国でどの位置にあるか把握できる 
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        夏休み親子牧場体験事業を夏休み親子牧場体験事業を夏休み親子牧場体験事業を夏休み親子牧場体験事業を    

実施しました実施しました実施しました実施しました    

 

 本会は、消費者の方々に畜産のことをよく知っていただ

くために、毎年畜産ふれあい体験を実施しております。  

今年度は、コープぐんまの協賛を得て、牧場体験を１日と

１泊２日の２回実施しましたので、その概要を紹介します。 

 なお、これらの情報は、本会ホームページに掲載されて

おりますので、そちらもご覧下さい。 

 

 下仁田町にある財団法人神津牧場で、一般消費者の親子

を対象に８月９日と８月２７日～２８日の２回、牧場体験

を行いました。最初に、群馬の畜産の、神津牧場の概要等

を説明したあと、搾乳、ポニー乗馬、給餌、カウハッチ清

掃、哺乳、アイスクリーム・バター作りを体験し、昼は牧

場内ハイキング、夜は牛乳風呂を満喫した参加者は、２回

で７０名になりました。 
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. 肥育牛補塡金の毎月交付の実施。 

 平成 23年 7月販売分から平成23年 9月販売分まで、肥育牛補塡金が毎月交付となりました。 

 平成平成平成平成 23232323 年度補塡金交付実績年度補塡金交付実績年度補塡金交付実績年度補塡金交付実績 (平成23年 7月現在)    

 対象期間 品種区分 交付単価 

（円） 

対象頭数 

（頭） 

交付金額 

（円） 

交付対象 

契約者数 

交付日 

 

   肉専用種 33,200 2,457 81,572,400 136   

 平成 23年 交雑種 51,300 3,369 172,829,700 154 8月 12日  

       4～6月 乳用種 49,600 1,532 75,987,200 19   

   計   7,358 330,389,300 309   

   肉専用種 74,200 571 42,368,200 87   

 平成 23年 交雑種 99,400 732 72,760,800 100 9月 16日  

         ７月 乳用種 59,300 313 18,560,900 19   

   計   1,616 133,689,900 206   

 合 計 肉専用種  3,028 123,940,600 141   

 交雑種  4,101 245,590,500 159   

 乳用種  1,845 94,548,100 23   

 合計  8,974 464,079,200 323   
 

 

 

 事業の内容 

 肉用牛肥育農家の当面の資金繰りを支援するため、事業対象者の所有する対象牛１頭当たり５万 

 円を緊急支援金として交付する。交付された支援金は、対象牛が販売等された場合には返還する。 

 第１次第１次第１次第１次    緊急支援金交付実績緊急支援金交付実績緊急支援金交付実績緊急支援金交付実績    

 品種 単価 対象頭数 支援金額 対象戸数 交付日  

 肉専用種 50,000 12,895 644,750,000        

 交雑種 50,000 11,481 574,050,000 171 9月 28日   

 乳用種 50,000 3,224 161,200,000    

 合計  27,600 1,380,000,000    
 
 
  
 
  
 
 
 
 
 

【事業の実績事業の実績事業の実績事業の実績（平成 23年 9月現在）】 

 第１四半期 第２四半期 

枝肉全国平均価格（円/kg） 487  

補塡金単価（円/頭） ―  

事業対象頭数（頭） ―  

補塡金交付額（円） ―  

補塡金交付（予定）日 交付なし  

 

肉 用 牛肉 用 牛肉 用 牛肉 用 牛 肥 育肥 育肥 育肥 育 経 営 安 定 特 別 対 策 事 業経 営 安 定 特 別 対 策 事 業経 営 安 定 特 別 対 策 事 業経 営 安 定 特 別 対 策 事 業 (((( 新 マ ル キ ン新 マ ル キ ン新 マ ル キ ン新 マ ル キ ン ))))    

肉 用 牛肉 用 牛肉 用 牛肉 用 牛 肥 育肥 育肥 育肥 育 経経経経 営 緊 急 支 援 事 業営 緊 急 支 援 事 業営 緊 急 支 援 事 業営 緊 急 支 援 事 業     (((( ５ 万 円 の 緊 急 支 援 金 交 付 事 業５ 万 円 の 緊 急 支 援 金 交 付 事 業５ 万 円 の 緊 急 支 援 金 交 付 事 業５ 万 円 の 緊 急 支 援 金 交 付 事 業 ))))    

第２四半期の補塡金単価の公表は、

11月中旬頃の予定です。 

保証基準価格を上回ったため、次回

補塡金交付時に第１四半期分も交

付対象として支払われることにな

ります。 

養 豚養 豚養 豚養 豚 経 営 安 定 対 策 事 業 （ 全 国 肉 豚 ）経 営 安 定 対 策 事 業 （ 全 国 肉 豚 ）経 営 安 定 対 策 事 業 （ 全 国 肉 豚 ）経 営 安 定 対 策 事 業 （ 全 国 肉 豚 ）    
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群馬県は、福島第一および第二原子力発電所の事故により受けた、県内肉用牛の出荷制限および風評被害

による損害について、東京電力福島原発事故農畜産物損害賠償対策群馬県協議会（県協議会）を通じて東京

電力に対して損害額の賠償を求めています。 

県協議会では、原子力損害賠償法に則り、全国協議会を通じて「東京電力への請求」、「原子力損害賠償紛

争審査会への和解の仲介の申立」を行うこととしています。 

肉用牛の損害賠償請求額の算出方法については次に基づいて算出します。牛の評価額（原価積み上げ方式）

から実際の販売価格を差し引いた販売差損額に、出荷遅延による営業損失並びに増嵩経費を加えた額としま

す。 

  

◎損害賠償請求の基本的な考え方 

  損害賠償請求額＝①＋②＋③ 

 ①販売差損：評価額から実際の販売価格を差引いた額 

 ②営業損害：出荷遅延による回転率減少等による所得の減少額 

 ③増嵩経費：出荷遅延によるビタミン剤等衛生費及び放射性物質検査に掛かる出荷者が負担した費用等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、損害報告書の様式等は「ＪＡグループ群馬」ホームページに掲載されていますので参照ください。  

（インターネットで「ＪＡグループ群馬」と検索してください。） 

 なお、詳細は県境議会（ＪＡ群馬中央会）、各ＪＡ、各市町村にお問い合わせください。 

 

お問い合わせ先 

損害賠償対策群馬県協議会  TEL:027(220)2046   FAX:027(220)2024 

算出例 【評価額】 【販売差額】

父血統加算

（例：81,000円81,000円81,000円81,000円） ①販売差損額

母血統加算
（群馬の母牛のみ）

（例：389,956円389,956円389,956円389,956円） 【請求額】

（例：27,000円27,000円27,000円27,000円）

①販売差損額

（例：389,956円389,956円389,956円389,956円）

実際の販売額
（諸経費差引）

②営業損害

（例：600,000円600,000円600,000円600,000円）

（例：41円×626日
≒25,666円25,666円25,666円25,666円）

③増嵩経費

（例：15,000円15,000円15,000円15,000円）

例：評価額＝989,956円989,956円989,956円989,956円 ①＋②＋③×1.05＝452,153円452,153円452,153円452,153円

育種価の脂肪交雑Ａ・Ｂに加算
Ａ：８１，０００円
Ｂ：２７，０００円

飼育日数に畜種別単価を掛ける
和　牛：７０６円／日
交雑種：６９９円／日
ホルス：６００円／日

生産費

（例：706円×626日
＝441,956円441,956円441,956円441,956円）

飼育日数に畜種別単価を掛ける
和　牛：４１円／日
交雑種：２２円／日
ホルス：１７円／日

導入価格（諸経費含む）

※自家産の場合は子牛の
標準評価額を使用
（子牛の血統加算も加味）

導入価格

（例：440,000円440,000円440,000円440,000円）

※例は和牛肥育牛の場合です。
金額および肥育日数は一例となります。
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―編集後記― 

  今月上旬に、北関東道から東北道を利用して山形県まで行って来ました。福島県二本松市周辺の田んぼでは、実 

った稲穂がこうべを垂れ、「重いよう-----。」と叫んでいるようでした。 （先日、福島県内産のお米の出荷が可能 

となったとの報道があり、良かったと安堵しています。）その中に積みワラになっている田んぼがポツンとあり、 

神妙な心持ちになりました。 

積みワラですが、有名なのがクロード・モネの絵画でしょう。世界中各地域にあるようですが、国内では様々な名 

称で呼ばれています。 岩手では「サンカクオニ」、長野では「ワラニョ」、奈良では「すすき」、島根では「ヨズ 

クハゼ」、四国では「ワラグロ」、鹿児島では「ワラゴツン」―――日本って広いですね。 しかし、これが大きな 

問題を引き起こすとは、誰もが想像していなかったのではないでしょうか。（Ｈ．Ｍ） 

 

 

今年度の酪農畜産フェスティバルは１０月２９、３０日に開催されます。多くの方に酪農や畜産について

より一層のご理解をお願いしようと、今年も楽しいイベントが予定されています。ぜひ、ご来場ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

第２２回 酪農畜産フェスティバル 


